高知県鳥の巣地域及び福島県相馬地域に於けるジュラ紀石灰岩の地化学的研究 by 范 政吉
高知県鳥の巣地域及び福島県相馬地域に於けるジュ
ラ紀石灰岩の地化学的研究
著者 范 政吉
号 270
発行年 1971
URL http://hdl.handle.net/10097/23603
 国) '(中
書
士
号
0
齢
政
博
学
協
萢
理
 氏名・(本籍)
 学位の種類
72
理博第学位記番号
 昭和46年4月28目学位授与年月日
 学位規則第5条第1項該当 学位授与の要件
東北大学大学院理学研究科
 (博士課程)地学専攻修了
研究科専門課程
 高知県鳥の巣地域及び福島県相馬地域に於ける
 ジュラ紀石灰岩の地化学的研究
学位論文題目
夫
雄
良
一
田
口
教授植
助教授田
彦常内
義主輪竹論文審査委員
次
目
文論
 2-11硫化物硫黄量
 2-12その他の分析結果
 VI石灰岩の岩石学的観察
 W総合考察
 1不溶性残渣量と有機物質量との関係
 1-1不溶性残渣量と有機炭素量と
 の関係
 1-2不溶性残渣量とKjeldah1窒素
 量との関係
 2C/N比
 3抽出性有機物質に関する考察
 3-1炭化水素量/有機炭素量比
 3-2抽出性有機物質の組成
 3-3飽和炭化水素量/芳香族炭化
水素量比
 4石灰岩の岩石組織と有機物質量との
関係
 5有機物質量の層序的(垂直的)或は
 地理的(水平的)分布の考察
 1編鰭相騙地域の堆獺境の
 層準及び地質概要
域
究
究
研
研
験
 その説明
採
集
地
研
学
学
他
法
方
的
果
結
 の
の
馬
の
質
石
の
方
析
備
結
験
 料
鳥
相
来
地
岩
そ
究
分
預
験
実
説
一
緒
試
従
研
  
ワ
ロ
 
 
つ
ロ
  
ロ
ゆ
 
い
言
取
地
域
究
的
的
 灘
㌶
 
 灰
係
機
翼
/
の
察
文
石
関
有
地
傷
鳥
考
用
総
謝
引
4
5
6
7
 皿
医
X
溶性残漬重
機炭素量
 jeldahi窒素量
出性有機物質量
 出性有機物質の組成
化水素量
 化水素量/有機炭素量比
 和炭化水素量/芳香族炭化
素量比
溶性有機物質量
鉄鉱量
 法
実
と
果
明
不
有
K抽
抽
炭
炭
飽
水
不
黄
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 
 一
」
一
←
}
」
一
一
一
 実
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
1
2
1
,
2
V
』
 一13一
論文内容要旨
工緒言
 1■1本に於ける石～由貯溜告白気ば石注母岩ば王に新第三系の砂岩,頁岩に属する為,炭酸塩岩に対す
 る石油地質学的乃至地化学的研究は非常に少かった。然しながら1965年に秋田県福米沢油田に於
 て日本最初の炭酸塩岩油「曽が開免され・叉近時更に臼亜系の探鉱か全国的に取り上げられるように
 なり,中生代,/ニク系の炭酸塩岩の含油性に対する関心も高まって果た。著者は従来顕著な油徴'
 を以て有名な高知県。留り巣地域の石灰岩,並に岩石学的研究の詳しく行われた福島県相馬地域の石
 灰岩について地化学的一特に有機地化学的研究を行い,岩石学的研究,並に従来の地質学的研究と
 合せて両地域の地化学的特性を明かにし,且その堆積環上嘉.の相違を明かにすることとしたo
 ll試料の採取層準及び地質概要
 1.鳥の巣地域
 本地域の鳥の巣統は砂岩及ひ寅岩砂岩互層とその間にレンズ状に介在する石灰岩より成る。試料ほ
 石灰岩より41,砂岩より8・貝岩より6個をえらんで採取した0
 2.相、馬f也ユ戎
 本地域下方より枷窪層(主に頁岩及び砂岩)中の沢層(主に砂岩及び石灰岩)富沢層(主に砂岩,
 砂質頁岩)小山田層(主に頁岩)より成る。試料は中の沢層砂岩〔8)中の沢層石灰岩(58)富沢
 層砂岩`13)小山田層頁岩〔75)である。
 田従来の研究
 高僑,山内(192エ)は,鳥の巣地域の野外研究により,石灰岩中に脈状に滲透した石油の存在を
 明かにし併せて予察的な地化学分析を行った。つづいて小林(1932),蔵田〔1941),木村 '鐸
、
 〔1956)等は全地域の詳しい層位学及古生物学的研究を行った。一方相馬地域に於ては小林(1
 ヂ948),木村(1954)は,地質構造学的及岩石学的研究によりこの地域に2回のジ・ラ紀の隆起
 運動が行われたことを明かにした。又両氏は鳥の巣及び相馬両地域とも暖い気候条件下で堆積したこ
 とを指摘した。その後江口・庄司(1965)は石灰岩の岩石学的研究を行L(,Mierite,
 Oolite等の発達状態からみて5回の堆積輪廻があることを発見した。
 IV一研究方法
 地化学的研究としては試料をTiurin法,Kjeldahl法,Soxhユe七法により,有機炭素
 量,(Kjeldahエ)窒素量,抽出性有機物質量を求め,抽出性有機物は更に液体ク・マトグヲフ
 により飽和炭化水素(Paraffine+eycloparaffine),芳香族炭化水素,O-N-S一
 化合物並に残渣に分った。又有機溶媒による抽出の残渣中の有機物質量を調べるためその有機炭素
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 量を分析した。又石灰岩中の不溶性残渣を求め,之と有機物間の諸量の関係を検討した。岩石学的
 研究法としては薄片による観察により石灰岩の岩石学的分類を行い,若干の石灰岩の同一個所に於
 て2枚の試料をとり一方はバーナーで加熱,他は未加熱の状態で薄片を作って比較し,ケ・ゲン物
 質の存在状態を明かにした。更に従来の地質学的,岩石学的,堆積学的研究の結果をも考慮に入れ両
 地域の堆積学的考察を行った。
 V実験結果とその説明
 両地域の岩石の種類に従い,地化学的分析の結果を平均値を以て表わすと下のようになる。
       位層別不溶性有機炭Kjeldah!不溶性有黄鉄
       及び試料数残渣量素量窒素量機炭素量鉱量
       並置岩質%%%%%
        鳥石灰岩415.10.140,0080.100,118
        の砂岩8一0.210,0150.140,038
        巣頁岩6一0.480,0320.400,109
        相四石灰岩45io.10.300,OlO0.190,693
       N砂岩8一0.270,0090.190,048
       丁砂岩13一0.170.0・100.110,063
        馬Ky頁岩7一0.370,024.0.25i,670
  液体ク・マトグラフ分析%
        位置層別及び岩質試料数抽出性有機物質量%炭化水素量0-N-S化合物吸着に残る残渣量炭化水素量PPm.
        鳥の巣石灰岩砂岩頁岩39860,OI10,0200,Q3028.424.817.828.331.130.44L944.051.7415749
        相馬N石灰岩N砂岩丁砂岩Ky・頁岩4181330,0140,0310,0230,01920.113.014.915.226.712.712.116.652.874.373.070.228373138
      位置層別及び岩質試料数c/N〔Hy/C)×10-2Sa七./Aro皿
      鳥の巣石灰岩砂岩頁岩39861614193.063.220.861.221.311.00
      相馬N石灰岩N砂岩丁砂岩Ky頁岩418133262519161.21L771.750.591.091.441.170.97
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 珊石灰岩の岩石学的観察
 両地域の石灰岩を庄司〔1970)の法に従って分類した所,Alloehemicalcor、s七i-
 tuen七sの含有量に著しい差異を認めた。葺i.ち鳥の集石灰岩はA110chemicalconSU-
 tuent8特にOoliteに乏しいか,相馬石灰岩は主に091iteよりなる。特に下部程陸生起
 源の石英,斜長石類か豊富となり植物の炭化片も検出されている。一方,鳥の巣石灰岩の一部には
 割れ目にそって褐色有機物質〔ケ・グン)か混入して分り,加熱薄片ではこの物質が完全に消滅す
 ることにより明臼に有機物質であることを確認することか出来たo
 V月総合考察
 1.分析技術より見て,石灰岩中の抽出性有機物の分析に於て,ユ0%塩酸処理を行っても大きな
 有機物の損失は生じないこと。石灰岩中の抽出性有機物量は極めて微量なので従来のBer・zene,
 AcetoneMethamolによる抽出の外に更にCarbohdゴ.eulfide,Benzene,
 AcetOne,Pyridineによる抽出を行うことが有効である。
 2.石灰岩中の有機物質量と不溶性残遺は高い正相関を示し,これらが供給源との関係に於て密接
 に関連していること0
 3.石灰岩中の不溶性有機炭素量も高い正相関を示す。これは石灰岩の生成還境の還元状態、並びに
 有機物質量の指標になる。
 4.黄鉄鉱量は砂岩く石灰岩く輿岩の順に大となり,還元状態の指標になる。
 5.有機物質量は,頁岩〉石灰岩〔又は砂岩),炭化水素量/有機炭素量比は,石灰若>頁岩を示す
 〔従来の研究と一致する)0
 6.石灰岩について,両地域の類似点と相違点を表示すると下の如くになる。
似
占
嚇
   項目鳥の巣相馬
    1Kjeldah工窒素量%0,0080,009
    2硫1ヒ物硫黄量%0,0100,008
    3抽出性有機物質量%O,0100,0ユ4
    一1c/N比の回帰傾斜1,2601,050
    5S巳t./繍om.1,220LO90
   6珊瑚,石灰藻,二枚貝,巻貝同
    7岩相Oo1士te同
    8気無温暖同
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目ヰ
違
点
   項目,鵠の巣相馬
   1不溶性残渣量%5.110.1
   2有機炭素量%O.140.30
   3不溶性有機炭素量%0.100.19
   4炭化水素量PPm4128
   5c/N比の値1626
   6〔Hエ/C)×10-23.061.21
   7隆起運動なし2回
   8陸生起源物,石英長石類小大
   9油微有なし
   10,001ite少ノ多い
 これらを総合的に考察すると相馬地域の石灰岩の堆積地は後背地の隆起量が大で堆積地までの傾
 斜が急となり,陸生起源物例えぱ石英,長石類並に植物性有機物〔炭質物)の混入度も高くなった
 がこれに対し鳥の巣石灰岩記)堆積地と後背地その間の傾斜は緩かったかそれとも相馬地域に比し,
 海岸よりやや遠い大陸棚の上に生成されたものと考えられる。
 彗
!
 一17一
 論文審査結果の要旨
 わが国にお・ける石油貯溜岩石あるいは石油母岩は主として新第三系の砂岩,頁岩譲であるため諸
 外国てみられるような石灰岩頚に対する石油地質学的乃至地化学的研究は非常に少い。苑は従来か
 ら油徴の存在が知られる高知県鳥の巣石灰岩と岩石学的研究の詳しく行われている福島県相馬石灰
 岩について,有機地化学的研究を行い,岩石学的ならびに地質学的研究と合せて両地域の地化学的
 特性を明らかにし,その堆積環境について考察している。
 すなわち,鳥の巣統の石灰岩から41,砂岩頁岩から14,相馬地域では中の沢層の石灰岩から
 58,中の沢,富沢むよび小山田各層の砂岩頁岩から28,合計131個の試料を採集し,
 Tiurin法,Kj引dah1法,Soxh⊥eし法などにより有機炭素量,窒素量,抽出性有機物質
 量,ならびにいわゆる石灰岩の不溶性残濟量などを求め,抽出性有機物については,さらに液体ク
 ・マトグラフ法により飽和炭化水素,芳香族炭化水素,O一:1-S化・合物を分離定量した。また,
 各試料を顕微鏡により観察し,石灰岩の岩石学的分類を行い,さらにいわゆるケ・一ゲン・1溶媒不
 溶有機物質、の存在状態を明らかにしている。
 これらの研究の結果,石灰岩中では有機物質量と不溶性残渣量との間,壽よび不溶性有機物質
 (ヶ・一ゲン〕の炭素量と黄鉄鉱量の間には正の相関性があり,石灰岩の生成環境の還元状態の指
 標となること,黄鉄鉱量は砂岩,石灰岩,頁岩の順で大となるが,炭化水素量/全有機炭素量比は
 石灰岩の方が頁岩より大であることを明らかにしている。また,両地域の地化学的類似点8項目、
 相違点10項目をあげ,その原因は相馬地域の堆積地の方が,その後背地の隆起量が大で唯積地ま
 での傾斜が急であり,陸生起源物の混入度も高くなったと論証している。
 これらの研究は本邦中生代ジュラ紀地層の含油性に関して新知見を与え,石油鉱床学むよび地化
 学上に貢献したものと認められる。よって審査員等は萢政吉提出の学位論文を合格と判定する。
夢
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